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本
市
と
中
国
訣
西
省
咸
陽
市
と
の
友
好
都
市
提
携
調
印
式
が
、
七
月
二
十
四
日
、
文

化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
池
本
正
夫
宇
治
市
長
と
祝
新
民
咸
陽
市
長
が
「
平

和
友
好
・
平
等
互
恵
・
相
互
信
頼
・
長
期
安
定
の
四
つ
の
原
則
に
基
づ
き
、
各
種
の
方

法
で
経
済
・
科
学
技
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
分
野
に
お
け
る
協
力
と
交
流

を
行
い
、
両
市
の
発
展
と
両
国
民
及
び
両
市
の
友
好
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
努
力
す

る
」
と
の
協
定
書
に
署
名
を
し
、
両
市
の
永
遠
の
友
好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
、
七
月
二
十
四
日
午

後
二
時
か
ら
、
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
で
池
本
宇
治
市
長
、
祝
咸
陽
市

長
、
北
村
市
議
会
議
長
や
各
界
代

蚕
χ
約
四
百
人
が
出
席
。
器

・
中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
公
使

総
領
事
と
谷
岡
豊
次
・
京
都
府
出

納
長
（
知
事
代
理
）
が
立
会
人
と

し
て
出
席
し
行
ｐ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
両
国
の
国
歌
演
奏
の

後
、
祝
新
民
（
し
ゅ
く
し
ん
み
ん
）

市
長
以
下
五
人
の
咸
陽
市
友
好
代

表
団
を
紹
介
。

　
つ
い
で
「
日
中
国
交
共
同
声
明

と
日
中
平
和
友
好
条
約
の
原
則
に

基
づ
き
、
市
民
の
相
互
理
解
と
友

情
を
促
進
す
る
た
め
両
国
及
び
両

市
の
友
好
関
係
衆
強
化
し
、
相
互

▲調印を終えて、固い握手をかわす両市長（7月24日、文化会館小ホール）

理
解
を
深
め
る
」
を
骨
子
と
す
る

協
定
書
が
読
み
上
げ
硲
れ
、
両
市

長
が
日
本
語
、
中
国
語
二
通
の
協

定
書
に
そ
れ
ぞ
れ
毛
筆
で
署
名
を

し
ま
し
た
。

　
協
定
書
を
そ
れ
ぞ
れ
交
換
し
た

後
、
両
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ

い
て
、
友
好
旗
、
記
念
品
の
交
換

が
行
わ
れ
、
固
い
握
手
で
友
好
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
児
が
両
市
長
に

花
束
を
贈
呈
す
る
な
ど
、
終
始
な

ご
や
か
に
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

　
調
印
式
の
後
、
両
市
長
は
文
化

セ
ン
タ
ー
前
庭
で
、
市
の
木
イ
ロ

ハ
モ
ミ
ジ
の
記
念
植
樹
を
行
い
、

両
市
の
友
好
発
展
を
樹
木
と
と
も

に
大
き
ぐ
育
て
る
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

一
　
わ
が
国
は
、
中
国
か
ら
二
千

　
年
の
交
流
の
歴
史
を
通
じ
て
、

　
　
　
　
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
来
ま
し

巡
。
そ
し
て
両
国
民
は
、
一
九

一
七
二
年
の
国
交
正
常
化
以
来
、

一
共
通
の
基
盤
と
意
識
を
持
ち
、

素
晴
ら
し
い
友
好
関
係
を
築
い

て
来
ま
し
た
。

　
今
日
は
、
咸
陽
市
・
宇
治
市

に
と
っ
て
、
大
変
重
要
な
日
で

す
。
一
九
八
六
年
七
月
二
十
四

▲両市長がサインした協定書
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咸
陽
市
は
、
歴
史
都
市
で
あ

り
、
産
業
・
経
済
の
面
で
も
大

守
姦
翼
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
民
に
と
っ
て
大
変
意
義

深
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
日
中
両
国
民

の
発
展
と
、
世
界
の
恒
久
平
和

の
親
類
が
出
来
ま
し
た
。

　
咸
陽
市
と
宇
治
市
の
友
好
都

市
提
携
に
よ
っ
て
、
両
市
の
繁

栄
と
発
展
が
促
進
さ
れ
る
だ
け

昭
和
5
9
年
１
２
月

　
宮
城
宇
治
市
日
中
友
好
協
会
長

が
市
長
と
、
咸
陽
市
と
の
友
好
都

市
提
携
に
つ
い
て
懇
談
。

昭
和
6
0
年
４
月

　
京
都
府
を
訪
問
中
の
陵
西
省
長

が
太
陽
が
丘
を
視
察
、
市
長
と
懇

談
。
浹
西
省
長
は
、
両
市
の
友
好

都
市
提
携
促
進
に
積
極
姿
勢
舎
ｙ

す
。

昭
和
6
0
年
５
月

　
王
歩
唐
咸
陽
市
長
以
下
五
人
が

宇
治
市
受
訪
問
。
早
期
に
、
友
好

都
市
提
携
す
る
こ
と
を
両
市
が
確

認
。
咸
陽
市
長
、
池
本
市
長
の
咸

陽
市
訪
問
を
要
請
。

昭
和
6
0
年
５
月

　
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
浹
西

省
分
会
副
会
長
以
下
五
人
、
宇
治

に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
と
確
一

信
し
示
ｙ
。

　
本
市
と
咸
陽
市
が
、
友
好
関

各
分
野
四
交
流
で
友
好
を

　
　
宇
治
市
長
　
池
本
正
夫

ツ
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
交

流
を
深
め
、
日
本
と
中
国
の
友

好
が
末
長
く
続
く
こ
と
衆
心
か

息
弄
も
の
で
あ
り
未
了
。

を
引
き
営
け
る
日
で
も
あ
り
ま

す
。
幼
い
苗
木
の
健
や
か
な
成

長
に
は
、
人
々
が
勤
勉
に
水
を

や
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

努
力
に
よ
っ
て
繁
栄
と
発
展
を

　
　
咸
陽
市
　
祝
　
新
民
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栄｀0

と咸ぎ

日
は
、
両
市
の
歴
史
に
書
き
込
　
で
な
ぐ
、
浹
西
省
と
京
都
府
の
　
　
咸
陽
・
宇
治
両
市
市
民
の
我

一
で
外
国
の
親
類
が
出
来
、
咸
陽
　
の
友
好
も
深
め
ら
れ
ま
す
。
　
　
発
展
が
必
ず
訪
れ
る
と
、
堅
く

一
市
民
も
二
十
万
人
近
ぐ
の
宇
治
　
　
今
日
は
ま
た
、
重
要
な
任
務
　
信
じ
ま
す
。

調
印
ま
で
の
歩
み

市
を
訪
問
。
副
会
長
、
両
市
の
友

好
都
市
提
携
に
努
力
す
る
と
表
明
。

昭
和
6
0
年
６
月

　
咸
陽
市
長
か
ら
、
訪
問
団
派
遣

要
請
の
親
書
か
受
理
。

昭
和
6
0
年
７
月

　
咸
陽
市
と
の
友
好
都
市
推
進
市

民
会
議
茜
足
。

昭
和
6
0
年
９
月

　
中
野
助
役
を
団
長
と
す
る
、
宇

治
市
・
咸
陽
市
友
好
訪
問
団
、
咸

陽
市
を
訪
問
。

昭
和
6
0
年
９
月

　
中
野
助
役
ら
総
領
事
館
を
訪
問
。

友
好
都
市
提
携
に
向
け
て
の
総
領

事
館
の
協
力
を
要
請
す
る
。

昭
和
6
0
年
１
２
月

　
咸
陽
市
写
真
展
を
、
宇
治
市
中

央
公
民
館
で
開
催
。

咸陽市と友好都市に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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両
市
長
の
あ
い
さ
つ
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咸
陽
市
友
好
代
表
団
一
行
（
祝
新
民
〈
し
ゅ
く

し
ん
み
ん
〉
咸
陽
市
長
ら
五
人
）
は
、
二
十
三
日

に
来
宇
。
市
役
所
を
表
敬
訪
問
の
後
、
歓
迎
夕
食

会
に
出
席
し
、
関
係
者
と
な
ご
や
か
に
懇
談
し
ま

し
た
。
二
十
四
日
は
調
印
式
の
後
、
。
文
化
セ
ン
タ

ー
前
庭
に
市
の
木
。
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
″
を
記
念
植

樹
。
平
和
友
好
の
樹
と
記
さ
れ
た
石
碑
の
前
で
将

来
の
友
好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
翌
二
十
五
日
か

ら
は
、
平
等
院
や
対
鳳
庵
、
市
内
の
工
場
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
を
見
学
。
太
陽
が
丘
で
は
夏
の
高
校
野

球
京
都
大
会
を
楽
し
く
観
戦
す
る
一
方
、
折
居
清

掃
Ｔ
｛
場
で
は
、
ゴ
ミ
の
処
理
方
法
や
設
備
な
ど
に

つ
い
て
熱
心
に
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の

外
、
奈
良
や
京
都
市
内
の
古
寺
、
琵
琶
湖
な
ど
も

見
学
し
、
互
い
の
″
歴
史
と
文
化
″
に
触
れ
合
い
、

二
十
九
日
成
田
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。

咸陽市友好代表団が交流

o北京
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▲乾陵にある石像

▼
位
置

咸
陽
市
の
概
要

北
は
甘
粛
省
に
つ
な
が
り
、
東
は

匹
市
と
ヽ
西
は
謳
市
と
境
界

か
接
し
て
い
ま
す
。

▼
面
積

　
一
万
二
百
二
十
三
平
方
ち
メ
ー

ト
ル
（
宇
治
市
は
六
十
七
・
二
九

平
方
Ｉ
メ
ー
ト
ル
）
。

▼
人
口

　
約
三
百
八
十
五
万
人
（
宇
治
市

は
約
土
〈
万
七
干
〈
）
。

▼
気
候

　
四
季
の
変
化
が
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
温
度
差
が
大
字
Ｘ

夏
は
四
十
度
、
冬
心
氷
点
下
二
十

度
に
な
る
こ
と
が
あ
り
未
了
。

▼
歴
史

　
咸
陽
は
、
中
国
文
明
発
祥
の
地

の
一
つ
で
す
。
起
刀
前
十
一
世
紀

▼
概
況

　
　
　
　
　
　
し
え
と
　
よ
う
り
考

　
咸
陽
市
は
、
秦
都
、
楊
陵
の
二

つ
の
区
を
管
轄
し
、
十
一
の
県
を

持
つ
て
い
ホ
チ
。
秦
都
咸
陽
の
人

口
は
二
十
四
万
人
。
大
学
、
専
門

学
校
、
科
学
技
術
研
究
所
な
ど
三

十
三
ヵ
所
が
あ
り
、
科
学
技
術
労

働
者
は
三
万
人
余
り
で
す
。
楊
陵

区
は
、
農
業
科
学
都
市
で
約
一
千

人
の
農
業
科
学
技
術
員
が
い
ま
す
。

▼
産
巣

　
工
業
で
は
、
主
に
紡
績
１
旱
、

機
械
、
化
学
、
建
材
、
製
糖
、
製

革
、
造
紙
、
印
刷
な
と
が
あ
り
、

中
で
も
紡
織
、
電
子
工
業
が
慄
れ

て
い
ま
す
。
農
業
で
は
、
院
西
省

内
の
重
要
な
食
糧
生
産
基
地
と
な

っ
て
い
ホ
ヂ
。

七
人
の
帝
王
陵
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
唐
時
代
の
灘
・
鵬
・
鼎

緊
ヽ
漢
時
代
の
訟
、
厖
匹

か
ら
周
、
秦
、
漢
、
随
な
芦
千
一
　
の
墓
な
ど
は
、
重
点
文
物
と
し
て

王
朝
の
首
都
泉
は
畿
内
で
あ
っ
む
名
で
す
・
鸞
砂
（
唐
の
器

た
歴
史
の
地
で
す
。
特
に
秦
の
始
　
皇
帝
の
妃
）
の
墓
も
現
存
し
て
い

皇
帝
は
こ
の
地
に
中
国
歴
史
上
初
ま
す
・
そ
の
外
ヽ
塔
寺
や
怒
殿

め
て
の
封
建
的
中
央
集
権
国
家
を
　
閣
、
仏
窟
な
尹
歴
代
の
古
代
建
築

建
設
し
、
咸
陽
は
当
時
の
政
治
・
　
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
漢
時

経
済
・
文
化
の
中
心
で
し
た
。
名
　
代
の
墓
か
ら
は
、
三
千
体
余
り
の

所
旧
跡
は
数
多
く
、
漢
・
唐
時
代
陶
製
の
砿
俑
が
出
土
し
て
い
ま

の
三
十
二
人
の
皇
帝
の
内
、
二
十
　
す
。

▲両市長による記念植樹

▲祝賀会風景（24日）

▲天龍寺を拝観（28日）

624

歴史と文化に触

れあう数日 将
来
の
固
い
友
好
を
誓
う



1986年（昭和61年）８月11日発行　第746号

受講申し込みは８月20 日まで

　
今
年
ち
、
と
人
人
学
が
始
ま
り

ま
す
。
若
い
人
と
話
卜
Ｘ
－
え
、
愛

さ
れ
る
老
人
に
な
っ
て
い
た
だ
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
市
か
山

連
合
喜
老
会
に
委
託
し
て
行
い
ま

　
こ
の
六
月
、
太
陽
が
丘
に
府

下
唯
一
の
飛
び
込
み
プ
ー
ル
が

完
成
。
次
第
に
、
飛
び
込
み
競

技
に
対
す
る
閲
心
も
高
ま
っ
て

来
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
飛
び
込
み
競
技
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
今
回

か
ら
四
口
に
分
け
て
、
そ
の
ル

ー
ル
な
ど
か
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
勝
負
は

　
わ
ず
か
１
～
３
秒

　
飛
び
込
み
と
は
、
一
定
の
高

さ
の
飛
び
込
玄
‥
か
ら
ジ
″
ン

す
。
新
し
い
時
代
力
知
識
な
身
に

つ
け
て
、
現
在
の
社
会
か
ら
取
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
、
積
極
的
に
学

習
を
し
よ
し
ょ
う
。

　
▼
日
程
・
ぶ
師
・
：

下
衣
の
と
お
り
（
演

題
は
未
定
）
▼
と
こ

ろ
・
：
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
▼
対
象
・
：
6
0
歳

以
上
の
市
内
に
住
む

人
▼
定
員
…
千
三
百

人
（
先
衿
順
）
▼
参

加
費
・
：
百
円
▼
申
し

込
み
…
８
月
2
0
日
困

ま
で
に
、
市
連
合
喜

老
会
事
務
局
（
総
合

老人大学日程の予定表

福
祉
会
川
内
・
豊
⑩
0
1
8
7
）

ま
た
は
各
地
区
の
喜
老
会
会
長
ま

で
直
接
。
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

お
知
ら
せ

　
コ
ー
ラ
ス
教
室

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
美
し
さ
、
素
盾

臼
し
さ
、
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
コ
１
‐
‐
・
ラ
ス
に
興
味
の

あ
る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
▼
と
亭
・
８
月
1
8
日
側
、
2
5
日

側
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

Ｉ
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民
館

▼
対
象
・
・
・
市
内
に
在
住
、
ま
た
は

勤
務
す
令
ハ
▼
定
員
…
5
0
人
（
先

着
順
）
▼
講
師
…
京
都
合
唱
指
導

研
究
会
所
属
大
谷
楽
苑
団
員
・
加

日 時 講　　　　帥

8/23
　巾

9:30～10:(HI (闘会式)

II):011-11:3り平等院住Ｑ
　　　何叫　義弘さん

8/24
　川 9:311～11:311嵯峨阿弥

　　　　艮
ｌ寺卜W
八　片夫さん

8/26
　(勾

9:311～11:3(1田辺BTft会教青Sii
　　　休　心三さん

H/27
　(10

9:3l)～ll):30 宇治?l察胃交通itti
　　　淀川　－5)さん

ID:30-11:00 Ul町円会に)

11:01)～H:30 脂‰Å皆叫
8/29

　旧 9:311～11:30宇治市明
　　　辻

|!-.l≪総van
l　禎杉さん

8/30
　出

9:30～H:00 児童文'ffi　　　高橋　良和さん

11:00～11:30 (閉会式)

プ
し
て
、
水
中
に
入
る
ま
で
の

わ
ず
か
一
上
二
秒
間
に
、
宙
返

り
や
ひ
ね
り
な
ど
の
技
を
０
　
う

競
技
で
す
。

　
競
技
会
で
は
、
幾
稲
類
か
の

技
か
将
い
、
空
中
で
の
フ
ォ
ー

ム
の
美
し
さ
や
水
中
に
入
る
時

の
姿
勢
な
ど
を
、
審
判
員
が
十

競技の見方

飛び込み

に
板
の
弾
力
性
か
莉
用
す
る
か

が
、
こ
の
競
技
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
板
の
高
さ
は
、
盲
と
三
む

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
板
の

反
動
か
莉
用
す
る
の
で
、
競
技

者
の
フ
ォ
ー
ム
に
は
柔
軟
性
が

あ
り
、
優
美
で
あ
る
こ
と
が
特

冷
竟
服
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
技
が
豪
壮

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
体
系
的
で

　
　
　
豊
富
な
種
目

　
そ
れ
で
は
、
ル
ー
ル
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

瞬
間
で
競
う
空
中
芸
術

点
満
点
で
評
価
し
ま
す
。

　
飛
び
込
み
競
技
に
は
、
飛
び

板
飛
び
込
み
と
高
飛
び
込
み
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
飛
び
仮
飛
び
込
み
は
、
弾
力

性
の
あ
る
阪
か
踏
み
切
り
台
に

し
て
飛
び
込
む
む
の
で
、
い
か

徴
で
す
。

　
高
飛
び
込
み
は
、
平
ら
な
固

定
さ
れ
た
台
か
ら
飛
び
込
む
も

の
で
、
高
さ
に
は
五
貝
七
・
五

μ
、
十
μ
の
三
種
類
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
競
技
は
、
高
さ
を
利

川
し
ま
す
。
そ
し
て
、
恐
怖
心

　
飛
び
板
・
高
飛
び
込
み
共
。
国

際
水
泳
迎
盟
の
規
則
で
、
種
目

衣
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
更

に
各
競
技
会
ご
と
に
、
飛
び
込

み
数
と
繩
目
、
そ
し
て
種
目
選

択
の
制
限
（
制
限
選
択
飛
び
）
な

ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
障
害
者
デ
イ
ー
サ
ー
ビ
ス

陶
芸
教
室
開
催

　
七
月
に
続
き
、
二
回
目
の
陶

芸
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
８
月
3
1
日

㈲
＝
成
型
、
９
月
1
4
日
面
＝
彩

色
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
総
合
福

祉
会
館
Ｉ
階
作
業
工
作
室
▼
対

藤
敦
子
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：
広
野

公
民
館
（
豊
⑥
7
4
5
0
）
へ
電

話
ま
た
は
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
’
記
念
日
と
生
活
’
講
座

　
　
　
受
講
生
募
集

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
つ
い

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
、
い
ろ
い
ろ

な
記
念
日
。
広
野
公
民
館
で
は
、

暦
の
記
念
日
と
日
常
生
活
を
結
び

つ
け
た
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
八
回

に
渡
っ
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
第
一
回
の
今
回
は
、
八
月
二
十

九
日
が
「
文
化
財
保
護
法
施
行
記

念
日
」
で
あ
る
関
係
か
ら
、
多
く

の
文
化
財
に
恵
ま
れ
た
郷
土
吊

　
国
民
体
育
大
会
の
場
合
に
は
、

制
限
選
択
飛
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

競
技
者
本
人
が
最
も
得
意
と
す

る
種
目
を
、
飛
び
込
む
前
の
姿

勢
と
水
㈲
に
向
か
う
方
向
で
大

別
し
た
「
俳
」
の
中
か
ら
、
自
由

に
送
択
（
自
由
選
択
飛
び
）
し
ま

す
。
男
子
は
飛
び
板
飛
び
込
み

五
種
目
、
高
飛
び
込
み
五
種
目
。

女
子
は
前
者
が
五
種
目
、
後
者

が
四
種
目
と
な
っ
て
い
康
司

　
次
回
は
、
「
群
」
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
（
国
体
事
務
局
）

象
…
在
宅
障
害
者
▼

指
導
…
長
谷
川
重
一

さ
ん
▼
参
加
費
・
：
百

円
（
材
料
費
）
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
：
８
月
2
0
日
困
ま
で
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）

治
″
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
6
日
脚
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公

民
館
▼
講
師
・
：
京
都
文
教
短
期
大

学
教
授
・
北
川
純
三
さ
ん
▼
申
し

込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
市
役
所
の
公
金
支
払
い

　
第
３
土
曜
日
も
休
業

　
金
融
機
関
で
は
、
八
月
か
ら
第

二
土
曜
日
に
加
え
、
第
三
土
曜
日

も
休
業
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
役
所
で
も
当
日

の
公
金
支
払
い
は
行
い
ま
せ
ん
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
計
課
）

　
耳
の
お
話
と
相
談

　
市
難
聴
者
協
会
の
主
催
で
行
い

ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
4
日
凹
午
後

ま
で
。

▲昨年10月の陶芸教室

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

夏の防犯活動

8月31日までﾉ

下水道排水

設備工事の

手順　①

　
前
回
ま
で
は
、
標
準
的
な
排

水
設
備
工
事
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
少
し

特
殊
な
器
具
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
説
明
し
示
ｙ
。

回
節
水
型
簡
易
ト
イ
レ

　
く
み
取
り
便
所
の
悪
臭
を
、

安
い
費
用
で
簡
単
に
解
消
す
る

も
の
と
し
て
、
節
水
型
便
器
、
無

臭
ト
イ
レ
、
簡
易
水
洗
な
ど
の

名
称
の
市
販
器
具
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
を
大
別
す
る

と
、
①
小
量
の
水
で
流
す
方
式

②
泡
で
包
み
流
す
方
式
－
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
１
　
ろ
、

く
み
取
口
便
器
の
改
良
型
に
変

わ
り
な
く
、
公
共
下
水
道
の
水

洗
便
所
に
は
、
使
用
出
来
ま
せ

ん
。

　
汚
水
を
直
接
公
共
下
水
道
へ

放
流
す
る
に
は
、
十
分
な
水
の

使
用
と
下
水
管
内
か
ら
の
悪
臭

を
遮
る
水
封
（
ト
ラ
ベ
フ
）
が
必

要
で
す
。
こ
の
機
能
が
な
か
っ

た
り
、
十
分
で
な
い
も
の
は
、
公

共
下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
使
用
出
来
る
水

洗
便
器
は
、
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
の
製
品
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
阻
集
器
（
分
離
器
）

　
公
共
下
水
道
に
、
油
脂
分
や

土
砂
、
布
き
れ
、
毛
髪
な
ど
が
混

濁
し
て
い
る
汚
水
が
流
入
す
る

と
、
下
水
管
が
詰
ま
っ
た
り
息

臭
が
家
崖
内
に
侵
入
。
時
に
は

爆
発
事
故
を
起
こ
す
だ
け
で
な

く
。
処
理
場
の
機
能
を
妨
げ
て

処
理
水
の
水
質
か
悪
化
さ
せ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
よ
シ
な

汚
水
を
公
共
下
水
道
へ
流
す
時

は
、
阻
集
器
を
設
ほ
し
て
好
ま

し
く
な
い
物
質
を
有
効
に
、
分

離
収
集
出
来
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
設
備
の
種
類
と
、
そ
れ

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

汚水処理負担を

　軽くする阻集器

業
種
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
口
油
（
オ
イ
ル
）
阻
集
器
・
：
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
い
自
動
車
修

理
工
場
な
ど
ゾ
油
脂
（
グ
リ
ス
）

阻
集
器
・
：
レ
ス
ト
ラ
ン
、
中
華

料
理
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
苛
砂
（
サ

・人にも魚にも快適な環境を…

ン
ド
）
阻
集
器
…
泥
、

砂
、
セ
メ
ン
ト
な
ど

を
扱
う
業
種
言
石
こ

う
（
プ
ラ
ス
タ
ー
）

阻
集
器
…
歯
科
医
、

整
形
外
科
医
の
技
工

室
な
ど
酉
洗
濯
（
ラ

ン
ド
リ
ー
）
阻
集
器

・
・
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

な
ど
○
毛
髪
（
ヘ
ア

ー
）
阻
集
器
…
理
髪

店
、
美
容
院
な
ど
。

　
阻
集
器
の
設
置
に
は
、
業
務

の
種
類
と
業
態
、
汚
水
の
質
・
量

な
ど
、
実
態
に
応
じ
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
生
ゴ
ミ
粉
砕
器
（
デ
ィ
ス
ポ

　
ー
ザ
ー
）

　
台
所
か
ら
生
ゴ
ミ
が
消
え
る

Ｉ
の
宣
伝
文
句
で
販
売
さ
れ
、

野
菜
く
ず
や
魚
の
骨
な
ど
、
何

で
も
生
ゴ
ミ
を
回
転
刃
で
瞬
時

に
粉
砕
し
、
泥
状
に
し
て
直
接

下
水
へ
流
す
デ
″
ス
ポ
ー
ザ
ー
。

生
ゴ
ミ
処
理
に
は
、
大
｛
名
賢
利

で
快
適
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、

公
共
下
水
道
に
と
っ
て
は
、
大

き
な
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
実
參

Ｉ
を
使
用
し
た
場
合
、
汚
水
濃

度
は
二
倍
に
、
下
水
管
内
の
沈

殿
物
は
二
～
三
倍
に
な
り
、
管

の
詰
ま
り
や
有
毒
ガ
ス
の
発
生

が
増
え
ま
す
。
一
方
、
処
理
場

で
は
汚
水
処
理
負
批
が
増
大
し

て
、
。
浄
化
機
能
が
低
下
。
処
理

水
の
水
質
保
持
が
困
難
に
な
る

と
考
え
ら
瑕
て
い
ま
す
。

　
阻
集
器
に
は

　
定
期
点
検
が
必
要

　
公
共
下
水
道
に
、
油
脂
分
や

化
学
薬
品
、
土
砂
、
そ
の
他
の
混

濁
物
が
そ
の
ま
ま
流
入
す
る
こ

と
は
、
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
工
場
廃
水
に

は
除
害
施
設
を
設
置
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
は
阻

災
器
を
取
り
付
け
ま
す
。

　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
に
も
、
阻

集
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。
阻

集
器
は
定
期
的
に
点
倹
め
掃
し

て
、
器
内
を
良
好
な
状
態
に
保

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
◇

　
三
回
に
分
け
て
、
排
水
設
術

工
事
の
手
順
な
ど
、
概
略
か
説

明
し
て
来
ま
し
た
が
、
不
明
な

点
や
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
管
理
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
（
下
水
道
管
理
課
）

625

考えて！ぼくらが育つ環境を

１
時
半
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
３
階
▼
内
容
・
：
補
聴

器
に
つ
い
て
の
お
話
と
相
談
▼
講

師
・
：
神
明
小
学
校
「
き
こ
え
の
教

室
」
元
教
諭
・
片
山
局
さ
ん
▼
対

象
…
難
聴
者
と
そ
の
家
族
（
要
約

筆
記
を
用
い
て
、
全
く
聞
こ
え
な

い
人
で
も
参
加
出
来
ま
す
）
。

　
当
日
、
補
聴
器
の
店
も
出
店
さ

れ
ま
す
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
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８月20日(水)午前10時半～11時

　　　小倉公民館保育室

　Ｉ内容…お話し､読み聞かせ､紙芝居Ｉ対

象…幼児から小学校低学年､母親などＩ申

し込み…当日、直接会場へ■問い合わせ…

中央図書館サークル｢えほんの会｣代表･後

藤礼子さん(a⑩899 1)へ。

老人大学を開講

おはなし会

国体豆知識



(その125)

　
宇
治
に
お
け
る
有
力
な
茶
師

で
あ
っ
た
上
林
家
は
、
代
官
と

い
う
役
職
を
離
れ
た
後
も
、

宇
治
茶
業
界
の
中
心
的
な
立
場

を
失
な
わ
な
か
っ
た
。

　
　
「
上
の
上
林
」
と
呼
ば
れ
た

上
林
峯
順
家
と
「
下
の
上
林
」
と

呼
ば
れ
た
上
林
又
兵
衛
家
は
、

共
に
江
戸
幕
府
の
下
で
宇
治

茶
師
た
ち
が
組
織
す
る
三
つ

の
「
御
茶
師
仲
ヶ
間
」
か
統
轄

し
続
け
た
。
由
家
は
、
改
易
や

閉
門
の
一
時
期
剪
除
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
相
変
ら
ず
幕
府
の
知

行
を
受
け
、
「
御
茶
師
頭
取
」

と
称
し
て
幕
府
や
将
軍
家
へ
の

宇
治
茶
納
入
に
尽
力
す
る
。

　
全
国
唯
一
の
抹
茶
供
給
地
で

あ
っ
た
宇
治
の
特
異
性
は
、
こ

シ
に
巡
在
り
方
か
ら
も
ラ
か
が

い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
宇
治
の
茶
業
は
江

戸
時
代
初
期
以
降
、
次
第
に
不

況
へ
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
い
ち

そ
れ
に
加
え
て
、
再
三
の
洪

水
や
大
火
に
襲
わ
れ
、
時
に

な
刄
皇
産
し
て
、
利
潤
を
増

す
ほ
か
に
手
段
は
な
か
っ
た
。

　
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）

に
記
さ
れ
た
「
宇
治
郷
明
細
帳
」

に
は
、
総
反
別
二
〇
一
町
九
反

の
茶
園
の
内
二
四
町
余
り
は

依
然
と
し
て
茶
師
が
所
有
し
、

幕
府
や
諸
大
名
に
向
け
て
の
抹

茶
を
作
っ
て
い
る
が
、
大
部
分

灰
の
あ
ぐ
汁
を
加
え
た
熱
湯
に

浸
し
て
か
ら
冷
水
で
冷
や
し
．

搾
り
あ
げ
て
ム
シ
ロ
に
広
げ

て
干
し
、
熔
炉
で
乾
か
し
つ

つ
ム
シ
ロ
に
包
ん
で
も
む
も
の

や
、
熱
し
た
鍋
の
中
に
生
葉
を

入
れ
て
炒
り
、
ム
シ
ロ
や
ゴ
ザ

に
包
ん
岩
み
、
泉
鍋
謡

熱
す
る
工
程
多
尚
返
す
釜
炒

製
茶
技
術
の
発
達
（
そ
の
一
）

は
甚
だ
し
い
虫
害
に
も
見
舞
わ

れ
て
、
荒
廃
し
た
茶
園
の
復
旧

な
ど
は
お
ぼ
つ
か
な
い
状
態
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
当
時
、
宇
治
茶
と
言
え
ば
抹

茶
を
意
味
し
た
ぷ
つ
に
、
宇
治

の
生
産
す
る
主
要
な
品
目
は
抹

茶
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

状
態
で
は
抹
茶
以
外
の
前
じ
茶

の
茶
園
は
田
畑
に
転
肥
た
り
、
り
茶
で
あ
っ
た
と
、
元
禄
九
年

抹
茶
作
り
を
止
め
て
前
茶
の
製
　
　
（
一
六
九
六
）
刊
行
の
『
農
業

造
に
切
監
替
え
た
り
し
て
い
る

と
あ
る
。

れ
て
い
る

だ
舛
こ
こ
に
書
か

「
前
茶
」
と
は
、
現

在
市
販
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
秀

れ
ｔ
謳
で
は
ｔ
か
っ
た
・

　
そ
れ
は
、
茶
の
木
か
ら
若
葉

も
古
葉
も
残
ら
ず
摘
み
と
り
、

「
平
和
の
像
」
を
化
粧
直
し

　
　
　
　
1
5
日
に
平
和
祈
念
集
会

　
市
で
は
、
八
月
十
五
日
の
終

戦
記
念
日
盈
剛
に
し
て
、
一
日
、

市
役
所
前
庭
に
あ
る
「
平
和
の

像
」
の
一
年
間
の
ア
カ
を
洗
い

落
と
し
、
美
し
ぐ
征
粧
直
シ

を
し
ま
し
た
。

　
平
和
を
象
徴
す
る
輪
を
差
し

上
げ
て
い
る
少
女
を
彫
刻
し
た

平
和
の
像
は
、
昭
和
三
十
五
年

に
宇
治
市
議
会
で
「
世
界
連
邦

平
和
都
市
宣
言
」
を
決
議
し
た

の
に
伴
っ
て
、
宇
治
市
平
和
都

市
推
進
協
議
会
（
会
長
・
池
本

宇
治
市
長
）
が
昭
和
四
十
一
年

に
設
置
。
本
市
の
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議

全
き
　
（
宮
崎
安
貞
著
）
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
ラ
な
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
決
し
て
宇
治
茶

業
界
か
徨
わ
せ
る
よ
シ
な
高
価

な
商
品
で
は
な
か
っ
た
。

　
宇
治
の
茶
業
家
た
ち
は
、
こ

の
「
煎
＼
h
m
良
し
て
、
当

戦
争
犠
牲
者
の
め
い
福
を
祈
ひ
、

八
月
十
五
ほ
午
前
十
一
時
五
十

分
か
ら
「
平
和
の
像
」
の
前
で

平
和
祈
念
集
会
を
開
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
正
午
に
は
「
希
望
の

鐘
」
を
鳴
ら
し
未
了
。
自
宅
や

職
場
で
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ

さ
け
ま
し
ょ
う
。

‘
　
　
　
し
こ
う
ひ

時
徐
々
に
嗜
好
激
化
し
つ
つ
あ

　
　
せ
ん
ち
ゃ

っ
た
煎
茶
の
、
品
質
向
上
に
取

「
宇
治
市
史
」
第
二
巻

　
好
評
発
売
中

　
長
ら
ぐ
品
切
れ
と
な
っ
て
い

ま
し
た
「
宇
治
市
史
」
第
二
巻

は
、
た
だ
今
発
売
中
で
す
。
第

二
巻
は
、
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国

時
代
の
宇
治
を
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
詳
し
ぐ
叙
述
し
た
も
の
で

す
。

　
今
な
ら
「
宇
治
市
史
丿
全
六

|銅
f゛－りil喊加、

^’

り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

巻
と
、
宇
治
の
歴
史
事
象
を
編

年
順
に
記
し
た
「
宇
治
市
史
年

表
」
を
そ
う
凡
て
お
求
め
に
な

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
価
格
は

各
巻
四
千
円
で
す
。
お
求
め
は

宇
治
市
歴
史
資
料
館
（
折
居
台

一
上
・
き
⑩
1
3
1
1
）
へ

お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
図
録

　
「
宇
治
茶
」
（
一
冊
二
千
円
）
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）£・タ^^i^iii丿･;’、･'J●Ml^

▲製茶場の風景

　
眠
と
の
郊
逮
秘
階
が
難
逮
し

て
い
な
か
っ
た
哉
は
ヽ
川
を
徊

き
和
す
る
飛
が
ヽ
だ
や
旅
旋

密
ふ
た
め
に
が
き
な
徴
臣
を
か

た
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ぷ

順
で
知
ら
れ
た
や
呑
川
や
心
服

な
ど
で
は
ヽ
瓶
が
川
を
飛
る
と

き
に
は
游
れ
に
か
っ
て
ヽ
か
祢

順
た
や
す
く
ぶ
め
ま
し
た
が
。

心
に
だ
か
ら
£
訟
へ
恣
£
る
と
き

は
た
い
へ
ん
な
き
労
が
あ
り
ま

し
た
ｌ
似
皆
さ
ん
は
瓶
か
ら
彫

り
て
ひ
き
廓
を
怜
っ
ぱ
り
な
が

ら
ヽ
川
尉
を
沢
い
て
瓶
を
恣
め

る
の
で
す
。綱で引いた

三十石船

　
お
洽
川
の
を
句
釘
を
む
ら

や
洽
ま
で
か
尉
に
つ
づ
く
榛
出

を
の
暇
趾
に
・
厠
逮
と
い
う
願

い
恋
が
生
け
て
あ
っ
て
ヽ
彭
い

ひ
き
繩
で
瓶
を
怜
き
の
ぽ
っ
て

　
４
た
游
川
に
は
ヽ
が
隣
の
万

即
原
生
逮
と
倣
を
の
が
原
伽
ぶ

と
の
匠
を
徽
徽
す
る
ぢ
賦
「
ヨ

七
石
賦
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
瓶
は
ヽ
如
争
逮
り
私
三
十
Ｒ

　
（
珍
四
千
六
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

が
脚
め
る
１
　
飛
を
割
賦
に
肘
ぷ

し
た
も
の
で
ヽ
粕
割
の
寒
銀
は

二
十
八
仰
そ
れ
に
四
だ
の
賦

節
さ
ん
が
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

⑩

射
影
か
ら
の
刊
り
（
肘
眺
）
に

く
ら
べ
て
、
Ｊ
り
艦
は
二
ぼ
の

昨
瞰
（
ぺ
町
約
十
二
時
間
）

が
か
か
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

逮
蜜
も
二
傑
か
£
の
鉉
獄
を
む

批
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
と
い
う
の
も
ヽ
ヨ
乍
石

艦
の
お
り
は
ヽ
が
照
か
ら
射
影

ま
で
の
あ
い
だ
に
ヽ
濃
川
の
酎

を
（
拍
肌
）
を
六
陛
と
ヽ
戴
七

　
（
か
肌
）
を
三
ぼ
に
わ
た
っ
て

び
二
十
影
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
餓

紗
を
、
轍
獄
は
轍
か
ら
降
り
て

ひ
き
廓
を
し
な
が
ら
割
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
な
か
で
も
心
怖

の
あ
た
り
か
ら
舶
ま
隔
罪
ぶ
く

ま
で
は
川
の
游
れ
が
擲
し
く
ヽ

だ
郡
を
胎
し
て
六
心
で
恰
い
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
川
え
て
硲

川
の
中
部
は
、
か
だ
の
む
ん
り

が
戮
い
た
め
に
部
求
十
際
も
さ

お
を
さ
し
で
１
　
じ
っ
た
り
ヽ
川

を
廓
眠
し
て
球
尉
へ
獣
つ
た
り

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
２
　

０

。
こ
７
ｉ
　
’

　
三
十
石
艦
と
い
え
ば
、
の
ど

か
な
似
の
あ
の
よ
う
に
獣
え
ま

す
が
ヽ
似
節
さ
ん
た
ち
は
か
咎

で
も
ヽ
俄
か
ら
４
　
知
を
た
て
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）
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吉
渾
耕
作
選
管
委
員
長

　
七
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
た
宇

治
市
選
挙
管
理
委
員
会
臨
時
委
員

会
で
、
吉
洋
耕
作
さ
ん
（
大
久
保

町
上
ノ
山
千
三
）
が
選
挙
管
理

委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
は
、

吉
潭
義
則
さ
ん
（
広
野
町
東
裏
七

九
一
四
）
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
い
ず
れ
も
昭
和
六
十
二
年

七
月
十
七
日
ま
で
で
す
。

　
今
回
の
委
員
長
選
出
は
、
小
山

一
雄
前
委
員
長
死
去
に
伴
い
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
、
七
月
土
（
日
付
で
小
山

前
委
員
長
死
去
に
よ
る
委
員
の
補

充
が
行
わ
れ
、
松
本
登
（
み
の
る
）

さ
ん
（
五
ヶ
庄
三
番
割
一
〇
）
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
六
十

二
年
七
月
十
七
日
ま
で
で
す
。
松

本
さ
ん
は
、
婦
人
会
、
福
祉
・
社

会
教
育
関
係
盃
渥
さ
れ
て
お
り
、

本
市
の
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
は

初
の
女
性
委
員
で
す
。

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

選
管
委
員
長
仁
吉
潭
耕
作
さ
ん

初
の
女
性
委
員
も
誕
生

宇
治
市
史
の
窓

　コーラスライン

９月10日(水)

　　　午後6時半開演
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